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そろそろ毛虫の出てくる季節になってきました。皆さんの周りにも毛虫の付い

ている木や草を見つけたことはありませんか？そしてあの毛虫が何になるのか、

調べてみたことはありますか？ 

この主人公の女の子は、触るとチクチクするイラクサをおじいちゃんが抜か

ずにいるので不思議に思います。蝶が来るから抜かないのだと聞くとイラクサ

の葉の裏に小さな卵がたくさんついているのを見せてもらい、クジャクチョウ

かコヒオドシだろうと教えてもらいました。たいていの蝶は木や草の間を飛び

ながら１、２個の卵を産み付けていきますが、イラクサの好きなクジャクチョ

ウやコヒオドシは、１箇所にたくさんの卵を産み付けていくそうです。女の子

が観察を始めると卵はやがてかえり、小さな毛虫が出てきます。毛虫の様子は

本文とは別に手書きの文でも説明があって、毛虫のことをたくさん知ることが

できます。（手で触ると危険なことももちろん教えてもらいますよ。）毛虫の種

類や脱皮の様子などが詳しく書かれていて、普段はただ毛嫌いすることの多い

毛虫の見方がちょっと変わるかもしれません。待ち遠しい気分で蝶になるのを

見守ることができる絵本でもあり、事実にそったお話しをちゃんと教えてくれ

る科学の本でもあります。 


